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はじめに
検証 および トラブルシューティング:

概要

プライマリ Admin GUI は最後の 24 時間にわたる 1 時間あたりの CPU、メモリおよび認証 レイ
テンシー統計を示すシステムの概略ダッシュボードが含まれています。

このデータは配置の各ノードによって生成され、5 分毎に Monitoring ノードに提供される syslog
メッセージによって駆動されます。

Monitoring ノードはこの 5 つの分平均リソース利用番号集めますシステム 要約 ダッシュボード
のディスプレイのための時間にわたって平均される。

設定は Administration > ロギング > ロギング カテゴリー > システム 統計の下に（またこれを支配
する外部 syslog 収集にこのデータを送出すことを許可する、）あります



有効に されて ローカルロギング チェックボックスがこれは各ノードがこの設定で選択された
Monitoring ノードへコピーおよび他のどのリモートロギング ターゲットも送信 することと共にそ
れにローカルで Syslog をである localStore/iseLocalStore.log ファイル 記録 することを示します
。  LogCollector はプライマリ Monitoring ノードの既定値の名前です。  配置に 2 つの Monitoring
ノードがあればまた指定ターゲットとしてここにリストされている LogCollector2 を見ると期待
します。  ターゲットのチェックリストに、Administration > ロギング > リモートロギング ターゲ
ット。

検証 および トラブルシューティング:

これらのメッセージを送信 し、またそれをローカルで 記録 する配備 5 分毎にの各ノードを見る
と期待します。

ノードで動作できます:

# show logging アプリケーション localStore/iseLocalStore.log | I "70000 表記」

ノードが全くこれらの Syslog を生成する場合検討するため。

Monitoring ノードのデバッグの収集装置によって、またを経て集められるこれらのメッセージが
表示されるはずです:

# show logging アプリケーション collector.log | I "70000 表記」

Monitoring ノード。

ロギング ターゲットがセキュアコミュニケーションのために not ocnfigured、パケットキャプチ
ャはまたノードが Monitoring ノードにデータを送信しているかどうか明らかにする必要がありま
す。  デフォルト通信は UDP ポート 20514 にあります。



集まるべきデータ:

Administration > ロギング > デバッグ ログ 設定 > Monitoring ノードの下のイネーブル 収集装置デ
バッグ。

ヘルス ステータス利用できないアラームが生成されているノードおよび Monitoring ノードのパケ
ットキャプチャ。
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